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　 1． 緒　　言

　外食産業 の 進展 に 伴 い ，外部調製 さ れ た 食品 の 利 用

が 増加 し，家庭 で の 食事作 りが従来よ り も行 わ れ な く

な っ て い る こ と は 各種 の 調査 結果 が 示 して い る
11−3 ）．

こ れ を誇 張する よ うに マ ス コ ミ な ど が 半ば揶 揄 的 に

「まな板 と包丁 の な い 家庭 が あ る」 と報 じる が ， そ の

真偽 の ほ どは定 か で はな い ．単 身者あ るい は 成人 だ け

の 世帯は と もか く， 成長期の 子 ど もをもつ 世 帯に お い

て まな板 と包丁 を使わ な い ，すな わ ち調理行動 を伴 わ

ない 食生 活が 可能か 否か は疑問 で ある．同時に 家庭 で

の 食事 が 単 に 空腹 を満 た し栄養素 を補給 す る だ け で な

く，食事概 念 の 獲得
4，

や食事観 の 形成
5）

に 重要 な役割

を果 た す こ と を考慮す る と，成長期 の 子 ど もが い る に

も関わ らず，食事作 りを しな い 家庭 が もしあ る と す れ

ば大 きな問題 で あ る．

　従来 ， 家庭 の 食生 活 の 状 況 を 把 握 する た め に は，献

立 調査 ， ある い は栄養素摂取状況調査な どが 行 われて

い る．全国的規模 で 定期 的 に 行 わ れ る の が 厚生省 の 国

民栄養調査 で あ り，そ の 調査結果 は 2 年後 に 「国民栄

養の 現状 」として 公 表され て い る．こ の 種 の 調査 は信

頼度 は 高 い が 費用 も時間 もか か り ， 煩 雑 か つ 調 査対象

者 の 負担 も大 きい ．また ， 国民栄養素調査 の 集計結果

か らは 子 ど もを持 つ 世帯の 状況 を抜 き出 して読み と る

こ とは で きない ．

　そ こ で，成 長 期 の 子供 を持 つ 世 帯 に お け る食生 活 の

概況 を，食品 の 常備状況 か ら類推す る こ と を試 み た．

食生活は 多種 多様 な食品を準備 し，利用する 連続的な

営み で あ る．入手後， た だ ち に使用 しなけれ ば そ の 価

値 を失 う食品 が あ る
一

方， 長期的な保存に 耐え うる食

品 もあ る．また，1 回あ た りの 使用 量は わずか で も毎

日の よ うに 消費する食品 もある．多くの 場合 ， 調理 担

当者は利用頻度や保 存性，家族人数な ど の 様 々 な因子

を勘案 しな が ら食品 を準備す る．利 用 目的 が 広 く，保

存性 が あ り， 使用頻度が 高 い もの は 常に あるように 配

慮 し，たまに しか使用 しな い もの は 必要 に 応じ て 用 意

し， さ らに 食 品 に よ っ て は 使 用 し な い もの もあ る．ま

た近年，各種 の 調味
・
香辛料を調 理 目的 に 合 わせ て 配

合 した 食品 （合わせ 調味料）や用途 を限定 した 小麦粉

加 工 品 （か ら 揚げ粉 ， 天 ぷ ら粉 ，
ホ ッ トケ

ー
キ ミ ッ ク

ス な ど），あ る い は 「〜の も と」 と称 す る簡便 さ を売

り物 に した 食品 （以後，用 途別 食 品 と称 する ） の 利 用

も増加 して い る．比較的保存性 の ある素材食品や 基礎

調味料的な食品，さ らに簡便食品な どの 常備状 況は，

各家庭 の 調 理 行動 の 概 況 を反 映す る と思 われ る．また
，

食生活 は主た る調理担当者 の 年齢，就業形態や世 帯構

造な どに よ っ て も影響 され得 るの で，こ れらを含め て
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小学生 を持つ 世帯に お け る食品 の 常備状 況 と調理 行動

に つ い て 考察 した．

　 2． 方　　法

　（1） 調査対象者お よび 調査時期

　群 馬 県内 5市 （前橋，高崎，太 田，伊 勢 崎，桐 生）

に 在住する 小学 生児童の い る 世帯の 調理 担当者 を調査

対象 と し，小学校 の 学級担任 を通 して 調査 票を配布 し，

回答 を依頼 した．調査 は 1991年 11月 に 行 っ た．

　   　調査項 目

　 まず，回答者の 基 本属性 （性別 ，年齢，家族構成，

就 業 形態）を尋 ね た．次 に ，穀 類
・
デ ン プ ン 類，イ

モ
・
野菜類，油脂

・
調味香辛料類，卵

・
乳類，飲料，

乾物 ・海草類 ， 缶詰 ・冷凍食品な ど ， 比較的保存性 の

あ る 50 食品 の 常備状況 を質問 した，こ れ ら食品 をい

つ で も使え る ように 「常備 し て い る 」 か ，「使 う と き

だ け用意する」 の か ，また は 「ほ とん ど使 わない 」 か

「ま っ た く使 わな い 」 か を選 択 して もら っ た．な お ，

調味料 類な どを含 め て
，

い っ た ん 購 入 す る と使 い 終 わ

る まで に 時間が か か る 食品 もあ るが ，こ れ らも常 に あ

る ように 心 が け て い る の か，や む を得ず，い つ まで も

ある結果と な っ て い るか は 回答者 の 判断 に まか せ た．

　  　統計処 理

　κ
2
検定 に よ り，p ＜ 0．05 を有意差 あ り と認 め た．

　 3． 結　　果

　（1） 調査 票 回 収 状 況

　調査票配布総数 3，213部の うち 3，008部が 回収 さ れ ，

回答者 の 年齢，性別，家族構成，就業形態が 未記入 の

もの と，調査票 の 質 問項 目に 大 き な 記 入 もれ の あ る も

の を不備 回答 と し て 除外 し，2，721部 （有効 回収 率

84．7％）に つ い て集計分析 した．

　  　調査対象者の 基本属性

　調査対象者の 基本属性 は 表 1 に 示 した．99．3％が 女

性，0．7％ が 男性 で あ っ た．年 齢 は 30歳代 が 半数 以 上

の 55．7％ で ，40 歳代 が 42．0％ で あ り，残 り 2．3％ は

50歳代 お よ び 60歳代 で あ っ た．ま た 家事専 業 者は

32．5％，兼 業者は 67．5％ で あ り，二 世 代世 帯 ほ 69．6

％ ， 多世代世 帯は 3  ．4％ で あ っ た．30 歳代 およ び 40

歳代の 多世代家族率 は それ ぞ れ 29．6％と 30．1％で ほ

ぼ 同 じで あ っ た が，家事兼業者率は 30 歳代で は 65．5

％，40歳代 が 71．1％ で あ り，こ の 差は有意 と認 め ら

れ た．

　  　各種食品 の 常備率

　回答肢 の 中の 「常備 して い る」を選択 した 世帯 の 割

合 を常備率と し た．

　醤 油，味 噌，食 塩 ，米，植 物 油 は ，い ず れ も 99％

を超 える高 い 常備率 で あ っ た （表 2）。

　常備 率 99％ 未満 の 食品 は 表 3 に 示 した．全体 の 常

備率が高い 1頂に 並 べ た が 23位 の ゴ マ まで は 75％を超

え た．こ れ は 4世帯の うち，3世 帯以上が そ の 食品を

常に あ る ように して い る こ と を意味 して い る．基礎 的

調味料や素材食品 として 古 くか ら利用 され て い る もの

が ほ とん どだ が ，即 席ダ シ 調味料 の
一

種 で あ る 20位

の 風 味調 味料 は 昭和 40 年代 に 初 め て 発売利 用 さ れ る

よ うに な っ た 比較的新 しい 食品 で あ る
6 ｝．86％ の 世 帯

が 常備 して い る こ と は 即席ダ シ 調味料 と して 多くの 世

帯で ひ ん ぱ ん に利用 さ れ て い る こ とを示 して い る．

　70％ か ら 50％ の 世 帯が 常備 して い る 食 品 は ， 24位

の 固 形 ス
ープ の 素 か ら 35 位 の パ ン ま で で ，て ん ぷ ら

粉 ， 市販 カ レ
ー

ル ウ などの 用 途別 食品の 他 ，ネ ギ，バ

タ
ー

，
コ ン プ，シ ョ ウ ガ ，

ニ ン ニ ク な ど の 素材食 品 や ，

乾 麺，ツ ナ 缶 で あ っ た．

表 2． 常備率 99％以上 の 食品

　 　　　　　　　　 （n ＝2，721 世帯，％〉

順 位 食　品 　名 常　備　率

1234

「
D

米

物

醤

味

食

　

植

油

噌

塩

油

99．899

．799

．499

．399

．2

表 1．調査 回答者 の 性別，年齢，就 業形態，世 帯構造 （n ＝2，721世 帯）

性 別 年 齢 就 業 形 態 世 帯 構 造

男 　 性 　 女 　 性 　 30 歳 代 　 40 歳 代 　 そ の 他 　 家事 専 業 　 家事 兼 業 　 二 世 代 　 多 世 代

人 数　（％ ）　人 数　（％）　 人 数　（％ ）　人 数　（％） 人数 　（％ ）　 人数　（％ ）　人 数　（％ ）　 人 数　（％ ）　人数 　（％ ）

2 　　（0．7）　2，701　（99．3）　　1，516　（55，7）　1，144　（42．0）　　61　　〔2．3）　　　884　　〔32．5）　1，837　（67．5）　　1，895　（69，6）　　825　　〔30．4）
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．
表 3．常備率 99％未満 の 食 品 ：調 理 担 当者 の 年齢 ， 就 業形態 お よび 世帯構造別の 常備率

調 理 担 当 の 属 と 造 艮

順 30 歳 40 有
位 食品名 錐 事 兼 業 家 事 兼 意

’一一一一一一7一冒冒■冒一 2721圃一
づ
一一一P，

　　　　（％）

二 世代一”
靄 歸曹一＿一一一一一一

　　　　（％〉

多世代…
1コ麟■　一　一　一　一　胃　一　一　一

　　　　（％）

二 世代一一一一一鹵一鹵一
　　　679翻一　一　一　一　一　、7　尸　，
　　　　（％）

多世代一一一一一一一一冒丁
　　　314麗一．暢曽曹＿一一＿一
　　　　（％）

二 世代一7一一冒一丁■一■
　　　24噛一　一　一　一　一　一　，　一　一　一
　　　　　（％）

多世代… ’
91醂一一齟一一一一一一

　　　　（％）

二 世代…
ぢ
一
礪冒n■一一一一一一

　　　　（毘）

多世代一’一一
牙5獅暫胃＿一＿＿一一一

　　　　（％）

差

一一一一

6 潴 98．899 ．o 99．3 ＞ 98．7 99．0 99．2 98．9 98．6 く 99．2 層S
7 卵 98．298 ．2 98．5 97．3 く 98．7 98．3100 ．0 ＞ 98．4 99．2 閥S
8 コショウ 98．196 ．9 〈 97．8 98．1 99．0 98．8100 ．0 ＞ 98．O 98．0NS
9 酢 96．495 ．9 96．3 95，0 〈 96．8 97．1 98．9 ＞ 97．7 96．8NS
10 酪 96．997 ．7 97．0 95．1 〈 97．5 97．9 98．9 ＞ 96．8 98．0NS
11 樹 96．396 ．9 94．8 95．9 97．1 97．5 97，8 ＞ 94，6 〈 97．6 闘S
12 ゾヤガ托 92．492 ．3 93．3 90．1 〈 93．9 94．6 98．9 ＞ 91．3 96．0 ＊

12 玉ネギ 92．492 ．5 91．190 ．9 く 92．0 94．6 96．7 ＞ 92．9 94．9NS
14 トマトケ動ッア 92．093 ．3 91．9 92．0 88．5 〈 94．2 ＞ 93．4 91．6 91．7NS
15 暢 90，290 ．7 92．6 86．3 く 89．2 92．5 97．8 ＞ 91．6 92．9 ＊

16 ワカメ 89．288 ．1 92．6 85．6 〈 88．5 92．9 95．6 ＞ 90．4 92．9 ＊

17 騰 87♂691 ．2 86．7 85．3 〈 85．7 90．4 94．3 ＞ 87．0 88．1 ＊

18 マ
ー
がリン 87．288 ．7 ＞ 85。9 87．5 84．1 ＜ 87．9 86．8 88．4 84．2 瞳S

19 猟 86，786 。9 87，4 83．5 く 89．2 88．8 90．1 ＞ 86．8 87。4NS
20 麟

1 86，286 ．6 822 87．6 88．9 78．8 〈 85．7 85，0 89。7 ＞ ＊

21 ニンジン 84，283 ，2 83．7 79．8 く 84．4 89．6 92．3 ＞ 84，189 ．7 ＊

22 パ浦 80．582 ．0 77．8 〈 78．8 80．6 85．8 ＞ 82．4 78．6 83．0 ＊

22 ゴ マ 76．871 ．6 80．7 70．3 ＜ 79．0 83．3 92．3 ＞ 78．9 84．2 ＊

24 彫スープ錬 67．173 ．2 ＞ 72．6 69．1 61．1 〈 72．5 64．8 63．6 64．8 ＊

25 ネギ 66．262 ．9 74．1 57．0 ＜ 70．4 71．3 79，1 ＞ 64．5 79．1 ＞ ＊

26 う繍
2 66．261 ．3 62．2 67，3 70．1 56．3 〈 67．0 66，175 ．5 ＞ ＊

27 てん嚇 64．855 ．2 64．4 65．5 65．0 62．1 〈 65．9 65，7 75．1 ＞ ＊

28 纜
3 63．963 ．1 64．4 62．4 63．7 72．9 ＞ 60．4 〈 62．0 66．8 ＊

29 瀚 剛 61．455 ．9 68．1 ＞ 60．1 ＜ 61．5 65。8 64．8 62．5 61．7 ＊

30 パター 57．46L1 56．3 53。8 51．9 〈 63．3 61．5 55．5 66．0 ＞ ＊

31 コンプ 55．350 ．5 60．0 45．2 ＜ 56．1 65．0 72．5 ＞ 58．2 63．6 ＊

32 蝿 51．146 ．6 54．8 44．9 〈 54．1 56．3 ＞ 48．4 55．2 55．7 ＊

33 ショウガ 49．445 ．1 57．8 43．2 〈 49。4 54．6 69．2 ＞ 52，0 51．8 ＊

34 ：ンニク 48．847 ．7 51．144 ．6 44．3 く 59．2 ＞ 58．2 48．6 50．6 ＊

35 パ ン 48．046 。9 46．7 46．2 〈 46．5 50．4 59，3 ＞ 48．2 49．4 ＊

36 肝 垂2．834 ．5 ＜ 48．9 36．1 46．8 53。3 54．9 ＞ 39，6 53．4 ＊

37 刊溜 40．436 ．6 43．7 31．4 く 40．8 54．2 56．0 ＞ 41．3 46．6 ＊

38 斉ズ 39．336 ．9 46．7 ＞ 34．0 く 36．0 46．3 46．2 40．9 43．5 ＊

39 翻 37．234 ．8 38．5 38．0 33．4 〈 32．5 39．6 39．6 40．3 ＞ NS
40 黼

4 30．425 ．8 〈 28．1 28，7 33．1 34．2 3L9 30．7 35．2 ＞ ＊

41 騨
5 28．527 ．8 27．4 26．8 32．8 30．4 22。2 〈 26，6 33．6 ＞ ＊

42 翻
8 27．022 ．2 20．7 〈 27．1 27．1 25．4 25．3 30，9 ＞ 28．9 ＊

43 ホツ陸一キミワクス 22．824 ．7 32．6 ＞ 21．2 20．4 28．3 19．8 〈 21．122 ．2 ＊

44 誕麟 娼
7 15．314 ．9 12．6 14．3 15．0 10．0 〈 17．6 17．119 ．4 ＞ ＊

45 嫐
8 13．910 ．6 く 17．0 ＞ 14．1 14．0 10．8 15，4 13．8 17．0 ＞ ＊

46 琳 13．37 ．0 23．0 6．2 〈 27．4 ＞ 16．7 25．7 9，121 ．7 ＊

47 舟明 ン唳 11．710 ．1 5．2 〈 11．6 12．7 9．6 13．2 12，5 13．8 ＞ ＊

4810 〔黼 槲 10．810 ．6 9．6 〈 9．6 10．2 10．8 13，2 ＞ 12．0 10．7NS
49 灘 水

9 10．511 ．9 10，4 9．6 11．8 7．5 〈 12．1 ＞ 9．8 10．3 瞬S
50   7．17 ．2 4．4 5．9 10．2 ＞ 4．2 〈 7。7 7．5 6．7 ＊

　　〉：行ごとの 最高常備率　 く：行ごとの最低常備率
e

：行ごとの 最高常備率と最低常備率の X2 検定に よる 。 自由度＝1
t
：ほんだし 、 シ マ ヤだしの素など　

2
：味の 素、 旭味など

4
：ミッ妖ペプタプル、 ホ

゜
テト、コ

ーンなと　
5
：袋入りイン渺ント洗 メン、加プ 7 メン

7
：ギョウザ 、 シュ卯 イなど　　　　　　

8
：  ポドウフの素、エピチリソFXの素、

9
：10鵬 果汁以外 の飲料

＊：P＜0．05で有意　　NS：有意差な し
3
：期

゜
ゲ 疔イ、mbU：を含む

e
：小麦粉 、 デン プン i 粉末醤油、調味料類を配合

おで んの素など
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　煮干 しや干 し椎茸 を常備 する世帯は 40％そ こ そ こ

で あ り， さ ら に モ チ 米 は わ ず か に 13％ で あ っ た ．常

備率が 40％以下 の 食品 は チ
ーズ や モ チ米 を除 くと比

較的 歴 史 の 浅 い 用 途別食品 や 即席食品，また 飲料 類 で

あ る が
， そ の 中 で も市 販 麺 つ ゆ は 37％に 達 し て い た．

イ ン ス タ ン トラ
ー

メ ン は発売以来すで に 35年が 経過

し，生産 量や 販 売量 が 多い に も関わ らず常備率 と して

は低 い こ とが 予想外で あ っ た．

　  　調理担 当者の 年齢，就業形 態お よ び世 帯構 造別

　　　 に み た 食品常備率

　回答者は 30〜40 歳代 が 97．7％ を 占めた が，それ ら

を年代，就業形態，世帯構 造 に よ り8群 に分 類 し，食

品常備率 を世帯 の タ イプ に よ り比較検討 した ．8 群 の

内訳は表 3 に 示す とお りである．

　表 3 を行 ご と に 見 る と，世 帯の タ イプ別に 各食品 の

常備率が わ か る が ， 最 高常備 率 （〉 ） と最 低常備 率

（＜ ）に そ れ ぞ れ マ
ー

ク をつ け ， 各行 ご とに そ の 差 を

x2 検 定 した．そ の 差 が 有意 と 認 め ら れ なか っ た の は

砂糖 ， 卵， コ シ ョ ウ，酢，海苔 ， 小麦粉 ， タ マ ネ ギ，

トマ トケ チ ャ ッ プ，マ
ーガ リ ン，カ ツ オ節，市販麺 つ

ゆ ， 100％果汁飲料 ， 清涼飲料 の 13 品 日で あ っ た．こ

れ ら食品 の 常備率は ， 世帯 の タイ プ に あま り左右 され

な い こ と を意味 し て い よ う．し か し， そ の 他 の 32 食

品 は 常備率 の 最低値 と最高値に有意差が 認め られ ， 世

帯の タイプ に よ っ て 常備 さ れ方が 異 な る こ とが 示唆さ

れ た．ジ ャ ガ イ モ は 全体 の 常備率 が 92．4％ と 非常 に

高 い が ， 40 歳代家事専 業 多世 代世 帯 （98．9％） と 30

歳代家事兼業二 世代世帯 （90．1％） で は有意 な差が あ

っ た．また，小学生 の い る世 帯が 調査対象 で あ る に も

関 わ らず，牛乳 の 常備率に は最高 と最低 で は 11，5％

の 差 が み られ，30 歳代家事兼業二 世 代世 帯で は 86．3

％に と ど ま っ た．常備 しな い 世帯は牛乳を飲 まな い の

で は な い だ ろうが ， 常備 へ の 配慮が やや希薄 で ある か

と推 察 さ れ る．最 高常備率 と最低常備率 の 差が 20％

以上 ある食品 は ゴ マ
， ネギ ，

コ ン ブ
， シ ョ ウ ガ，煮干

し，干 し椎 茸，モ チ米で あ り，すべ て 素材食品 で あ っ

た ．

　最高常備率 と最低 常備 率 に 有意差が 認 め ら れ た 32

食晶中 21品 目は 40歳代 多世代世帯で最高常備率を示

し， 40 歳代家事専業多世代世帯 で は 12 品 目，40歳 代

家事兼業多世 代世帯で は 10品 目で あ っ た．ネギ は 専

業 世 帯 も 兼 業 世 帯 も と もに 同率 で あ っ た た め 食品数 と

しては 21 となる．最高常備率食品 の 内訳 は 40 歳代専

業 多世代 で はネギ の 他，ジ ャ ガ イ モ，牛乳 ， ワ カ メ ，
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片栗粉 ，
ニ ン ジ ン ，ゴ マ ， コ ン ブ

， シ ョ ウ ガ ，
パ ン

，

煮干 し， T一し椎 茸など，い ずれ も素材的 な 食品 で あ っ

た．一方，40歳代兼業多世代 で は ， ネ ギ ，
バ タ

ー，

素材冷凍 食品 の 他は 風味調味料 ， うま味調味料 ， て ん

ぷ ら粉，即席麺，調理 冷凍食品，合わ せ 調味料，チ ャ

ーハ ン の 素 で あ り， 用途別 食品な どの 簡便食品 である

こ とが 特徴で あ っ た．

　40 歳代 多世代世 帯以外 で は 30 歳代 専業 多世代 と 40

歳代 専業 二 世代 が それ ぞ れ 最高常備率食品 を 4 品目有

し た．30歳代専業 多世代で は 29位 の 市販 カ レ
ー

ル ウ，

38位 の チ
ーズ

， 43位 の ホ ッ トケ
ー

キ ミ ッ ク ス ，45位

の 合わ せ 調味料で あ り， その まま食べ られ る食品 と 用

途 別食 品 で あ っ た．そ れ に 対 して 同 じ 4 品 目で は あ る

が，40歳代専業二 世代で は 22位 の パ ン 粉 ，
28 位 の 乾

麺 ， 32位 の ツ ナ缶，34位 の ニ ン ニ ク で あっ た．また ，

46位 の モ チ米 と 50位 の 炭 酸飲料 は 30歳代 兼 業 多世

代で ， 24位の 固 形 ス
ープ の 素 は 30歳代 専業 二 世代 ，

42 位 の 唐揚 げ粉 は 4  歳代兼業 二 世代 が 最 高常備率 を

示 した ．

　30歳代 兼業 二 世代 で は 最 高常備率食品 は 皆無 で あ

り ， 逆 に ジ ャ ガ イモ ，牛乳，ワ カ メ，片栗粉，ニ ン ジ

ン
，

ゴ マ
， ネギ， カ V 一

ル ウ ，
コ ン ブ，ツ ナ 缶 ， シ ョ

ウ ガ，パ ン ，干 し椎茸，チ
ーズ

，
モ チ米が 最低常備率

を示 した．煮干 し は 30歳代専 業 二 世代 で 最低 を，ま

た ， 風味調味料，うま味調味料， 天 ぷ ら粉 ， 調理冷凍

食品，炭酸飲料 は い ずれ も40 歳代専業 二 世 代 で 最 低

で あ っ た．

　40歳代 多世代世 帯は 全般 的 に食品 の 常備意識が 高

く，そ れ に 比 較す る と 30 歳代 兼業 二 世代世 帯 で は そ

の ような意識 が 希薄で あ る らしい こ とが 示 唆 さ れ た．

　  　「使 わ ない 」食品

　回答選択肢 に は 「ほ と ん ど使わ な い 」，「ま っ た く使

わ な い 」 を設定 したが，両者を
一

括 して 「使わ な い 」

と して集計 し， そ の 割合 を非使用率 と して 表した．

　1DO世 帯すな わ ち全 体 の 3，7％ 以 上 が 「使 わ な い 」

と した 食品 は 22種類 で あ っ た （表 4）．常備率 が 高 い

食品 は 概 し て 非使用率 も低 い が，常備率 20，24，26，

27位 の 風味調味料，固 形 ス ープ の 素 ， うま味調 味料，

て んぷ ら粉 はそれ ぞれ非使用率 も高か っ た ．非使用率

の 高 い 食品 は前述 の 即 席ダ シ 類 の 他 ， 常備率 40％ 以

下で 見られ た 飲料や ， 用 途別 食品な ど ， 簡便食品 に 類

す る もの が 多か っ た が ，バ タ
ー， コ ン プ，ニ ン ニ ク ，

煮 干 し，干 し椎 茸 ，
モ チ米な どの 素材的食品 もあ っ た，

簡便 食品や飲料は 食生活上 の 基本理念 として使 わな い
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学 童の い る世帯の 食品常備状 況

表 4． 100世帯 （3．7％）以上 が使わな い 食品

　　　　　　　　　　　　　　（n ＝2，721世 帯）

表 5． 煮干 し・干 し椎茸を常備する 世帯と使わ な い 世

　　　 帯に お け るその 他 の 食品常備率 と非使用率

常備率
順 　位

食　　品　 　名
非使 用率
（％）
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11111111122245

人 も少 な くな い ．ま た，バ タ
ー

は マ
ー

ガ リン や植物油

で 代替 で き る場合 が 多 い ．しか し，
コ ン ブ や煮干 し，

干 し椎茸，モ チ米，ニ ン ニ クを使 わ ない こ とは，そ れ

ら で ダ シ を と る こ と も， 料 理 材料 と し て も使わ な い こ

と を意味 して い る と い えよう．

　麺 つ ゆ は各種 ダ シ材料 とみ りん や 醤油 を用 い て作 る．

市販 麺 つ ゆ，風味 調 味 料，うまみ 味調味料 の い ずれ も

使 わ な い の は 63世帯 で あ っ た が ，こ れ らの 世 帯 の カ

ツ オ節， コ ン ブ，煮干 し，干 し椎茸 の 常備率 は それぞ

れ 90．5％，85．7％ ， 76．2％ ， 66．7％ と ， 全 体 の 平 均

よ りもか な り高く， こ れ らの 世帯で は 麺 つ ゆ は 自家調

製 して い ると思 われ る，こ れ以外で市販麺 つ ゆ を使わ

．
な い 世帯は風味調味料 を利用 して 作る場合 と，麺 つ ゆ

そ の もの を使わ な い 場合が あ る と思 わ れ る．

　（6｝ 煮干 しと干 し椎茸 の 常備お よ び 非使用 か らみ た

　　　そ の 他 の 食品 の 常備率 と非使 用率

　干 し椎 茸は水戻 しに時 間を要 し， 煮干 しか らダ シ を

と る に も時間 を要 す る た め ，調理 の 知識 や 技能 ， さ ら

に 調理意欲 が あ る家庭 に お い て 使 用 さ れ る と考 え ら れ
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る．日本の 伝統的乾燥保存食品 で ある煮干 しや 干 し椎

茸 は 現代 の 食 生 活 に お い て は 主要 食品 とは言 い 難 く，

また嗜好上 の 理 由 で 使 わな い 家庭 もあるが ，
こ れ ら食

品を使 わな い こ とが その 他 の 食品 の 常備 に どの よ うに

影響す る か を検 討 し た．

　煮干 しお よび 干 し椎 茸を と もに常備 して い る世 帯は

655世 帯 （24．1％）あ り，両 方 とも 「使わ な い 」 とす

る世 帯が 153世帯 （5．6％）で あ っ た．煮干 しも干 し

椎茸 も常備 して い る世 帯 （常備群） の 割合 が最 も多 い

の は 40 歳 代専業 多世代 （40 ，7％）で あ り，両 方 と も

使 わな い 世帯 （非使 用群 ）の 割合 が もっ と も高 い の は ，

30 歳代兼業 二 世代 （8．8％）で あ っ た．

　常備群 の 食品常備率は 非使用 群 の 常備率 よ り も総 じ

て 高 く， 特に素材食品や 香辛野菜で顕著で あっ た が ，

ジ ャ ガ イモ や タ マ ネギ，牛乳な どに も10％以上 の 差

が 見 ら れ た （表 5）．し か し，風 味調 味料，うま味 調

味料 ， 市販麺 つ ゆ，即 席麺は非使 用群 の 方 が 高か っ た．
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非使用率に もかな りの 違 い が 見られ，非使用群 で は カ

ツ オ節，ゴ マ
，

コ ン ブ
， シ ョ ウ ガ

，
ニ ン ニ ク ，

モ チ米

な ど の 素材食品 の 非使用率が 高か っ た．特 に ， 常備群

で は コ ン ブの 非使用率は ゼ ロ で あ っ た の に，非使用群

で は 35％ に もの ぼ っ た．

　固形 ス
ープ の 素，天 ぷ ら粉，市販 カ レ

ー
ル ウ，唐揚

げ 粉 ，ホ ッ トケ
ー

キ ミ ッ クス ，調理冷凍 食品，合わせ

調味料 も簡便食品 に類する が ， こ れ らの常備率は 非使

用群 よ りも常備群 で 高か っ た．簡便食品 と は い え，カ

レ
ー

ル ウ を使 うまで に は 肉 と野菜 を煮込 まな け れ ば な

らず，唐揚げ粉や 天ぷ ら粉 を使 っ て も油 で 揚 げる操作

は 必 須，ホ ッ トケ
ー

キ ミ ッ ク ス も水 また は 牛乳 を混ぜ

て 焼 くとい う操作 は省略 で きない ．合わ せ 調味料を使

用 して も簡便化 されるの は調味料 の 配合 と い う点だ け

で あ る．調理 をした くない
， あるい はす る時聞 が とれ

な い 家庭 の場合 ， こ れ らの 調理 は しな い か ， または完

成品 を購入 する こ と に な ろ う．した が っ て こ れ らの 簡

便食品は どちらか と い うと 調理 行動 が 活発 な 世 帯で使

われ ると判断 した 方 が よい と思わ れ る、

　4． 考　 　察

　常備率は 使用率を示すわけ で はな い が ，使用頻度 が

低 い 食 品 は 保存 中 に 変質す る恐 れが あ る た め ，常備 さ

れ ない で あろ う．した が っ て常備率は あ る 程度使用頻

度を表 して い る と考 えられ る．タマ ネギ，ジ ャ ガ イモ ，

ニ ン ジ ン を食べ るに は 皮 をむ き，切 断 し，加 熱 する と

い う調理行為 を要す る．パ ン 粉 は主に，豚 カ ツ や フ ラ

イ 類 を作る た め に 使 う，こ れ ら の 食品 を 80％以上 の

世帯が常備 し て い る とい うこ と は ，
こ の よ うな食材料

を用 い る調理 を 日常的に行 う世帯が 少 な くな い こ と を

意味 して い る と考 え ら れ る．

　常備 状況 を調査 し た 50食品 は米，味噌，醤油 の よ

うな主要 食品か ら，即席簡便 食品や清涼飲料水 の よう

な嗜好食品 まで を含 ん で い る の で ， 常備 の 有無あ るい

は使 用 の 有無 が 意味す る と こ ろは 各 々 の 食品 で 異な る．

すな わ ち素材的食品を使 わな い こ とは ， それ を使 う料

理 を作 らな い こ とを意味する．た とえば モ チ米 を使わ

ない こ とは赤飯や ぼ た餅 を作 らな い こ と で あ り， 煮干

しや コ ン ブ，干 し椎茸 を使 わ な い こ とは そ れ ら を料理

に 用 い な い こ と を意味す る．飲料類や即 席 麺 を使 わ な

い こ と もそれらを消費しな い こ とを意味す る．しか し，

ホ ッ トケ ーキ ミ ッ ク ス
， 市販麺 つ ゆ，合 わせ 調味料，

て ん ぷ ら粉 ， 唐揚げ粉 ， チ ャ
ーハ ン の 素 な ど の ような

用途別食品を使わ な い こ と は，その よ うな商品 に 依存
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せ ずに それ ら の料理 を作 る場合 と，そ の 料理 そ の もの

を作 らな い 場合 の 両方 を含 ん で い る．唐 揚 げ 粉 を使わ

な い こ とは小麦粉 また は片栗粉 で 唐揚げ を作るか ，ま

たは唐揚げ その もの を作 らな い こ とを，合わせ 調味料

を使わ な い こ と は 既製品 の 配合調味料に 頼 らず料理 を

作るか ，ま た は その 種 の料理 を作らな い こ と を意味す

る．チ ャ
ーハ ン の 素 を使 わ な い 56％ の 中に は ，そ れ

を使 わずチ ャ
ーハ ン を作 る家庭 と，チ ャ

ーハ ン とい う

料理 を作 らない 家庭 の 両方が含 まれて い よう．今 回 の

調査 で は 買 っ て 帰 れ ば そ の まま食べ られ．る持 ち帰 り料

理 ，い わ ゆ る 「そ うざ い 」
η の利用 や 家庭 で作 る

一
品

料理 メ ニ ュ
ー

に つ い て は 質問 して い な い た め，前述 の

よ うな簡便食品 の 不使用理由 に つ い て は 特定 で きなか

っ た．

　素材 食品 や 基 礎 的調 味 料類 お よ び 用 途別食品な ど の

常備状況 か ら類推する限 り，小学生 をもつ 世帯 の 多く

は少な か らず調理 を行 っ て お り，「まな板 と包丁 の な

い 家庭」の 存在 は 肯定 し難 い ．しか し，調理 行動 の 活

発度は家庭 に よ っ て 差 が あ ると考 えられ る．食品常備

率が 総 じて 高 い の は 調理 担当者 が 40 歳代 の 多世代世

帯であ り，そ の うちの 家事兼業世帯で は 用途別食品の

常備率 も高 く，便 利 そ うな商品 は積極 的に 利用 し なが

ら，家庭 で 調理 し食べ る と い う行為 を連続的に営ん で

い る と推察 され る．一
方，30歳代 の 家事兼業二 世代

世帯で は 常備率最低 の 食品数 が 多か っ た ，こ れは食事

作 りが 必 ず し も毎 日 の 連続作業 と は な っ て お らず，断

続的に な る こ と もあ る た め に ， 食材料 の 常備 は 無駄 を

生 じや す く，必要 の 都度用 意する方が 無難 で あ る と判

断す る調 理 担当者 が 他 の 世 帯 の タ イ プ よ り も多い の か

もしれ ない ．

　本研 究 は ， 調査対象者の 負担 を最小 限 に して 家庭の

調理行動 の 状況 を類推 しよ うと試 み た もの で あ る．こ

の 手法に よ り，世代間比較や地域間比較 を行 うこ とも

可能 と思 わ れ る が，調 査対象 とす る 食 品 の 種類 を十分

に 吟味す る こ とが 必須 で ある．

　 5． 要　 　約

　学童 の い る世帯 の 調理行動 を類推 す るた め に食品 の

常備状 況 を調査 した，

　群馬県内 に居住す る ， 小学生 を持 つ 世 帯 の 調 理 担 当

者を対象に ， 比 較的保存性の あ る 50 食品 の 常備状 況

を質問 した ．

　有効 回答票 2，721部を集計 した結果 ， 醤油 ， 味噌 ，

食塩，米，植物油 は 99％以上 の 世 帯が 常備 し て い た．
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学童の い る世 帯 の 食 品常備 状 況

99％未満 90％代 の 常備率は 砂糖， 卵 ，
コ シ ョ ウ

， 酢 ，

海苔，小麦粉，ジ ャ ガ イモ，タ マ ネギ， トマ トケ チ ャ

ッ プ，牛乳 で あ り，80％ は ワ カ メ，片 栗 粉 ，マ
ーガ リ

ン
， カツ オ節 ， 風味調味料，ニ ン ジ ン，パ ン 粉，7 ％

代に ゴ マ が あ っ た．60％代に は 固形 ス
ープ の 素 ， ネギ ，

うま味調味料，天 ぷ ら粉，乾麺，カ レ ール ウ が ， 50％

代 に は バ タ
ー， コ ン ブ，ツ ナ缶，そ して 40％代に は

シ ョ ウ ガ，ニ ン ニ ク，パ ン ，煮干 し，干 し椎茸が 並 ん

だ．以下 ， チ
ーズ

， 市販麺 つ ゆ ， 素 材冷凍 食品 （30％

代）， 即 席麺 ， 唐揚げ粉，ホ ッ トケ
ー

キ ミ ッ ク ス （20

％代），調 理 冷 凍 食品，合 わ せ 調 味 料 ，
モ チ 米 ， チ ャ

ーハ ン の 素，100％果汁飲料，清涼飲料水 （10％代），

そ して最下位 の 炭酸飲料は 7％で あっ た．

　 各種 の 調味 ・香辛料 類 を調 理 目的別 に 配合 した 調味

用 食品 （合 わせ 調味料 ）や用途 を限定 し た 小麦粉加 工

品 ， あ る い は 「〜の も と」と称す る，簡便 さを売 り物

に した食品 類も高率で は な い が 世帯 の 常備 品 目に 進出

して い る こ とが確認 さ れ た．

　洗 浄，切 断，加 熱 な ど の 調 理 操作 が 必 須 な素材食 品

で あ るジ ャ ガ イ モ ，タマ ネギ，ニ ン ジ ン の 常備率 の 高

さや，利用す るに は調理加 工 が 必要 な小麦粉，パ ン 粉

の 常備率な どか ら類推する 現 り， 学童が い る世帯に お

い て 「まな板 と包丁 の な い 家庭 が あ る」 と は肯定 し難i

い ．しか し調理担 当者が 40 歳代 の 家事専業多世代世

帯で は 総 じて 食品 の 常備 率が 高 く，30歳代家事兼業

二 世 代世 帯で は 低 い と い う結果 は，世 帯の タ イ プ に よ

り調理行動 の 活発度 に 差 が ある こ とを示唆 して い る．

　回答者 の 負担が小 さい こ の 方法 に よ り， 家庭 の 調理

行動の 概況を類推す る こ と は可能である と考える．

　本研究の 調査 に ご 協力い た だ きま した群 馬県内各小

学校 の 先生方な らび に 各家庭 の 調理担 当者 の 方 々 に 厚

く御礼 申 し上げ ます．

　　　　　　　　引　用　文　献

1）長 沢 由 喜 子，壁 谷 沢 万 里 子 ：家 政 誌，41，697〜706

　 （1990）
2＞姫 田 　尚 ：1990年 版 食料 ・栄養 ・健康 ， 医歯薬出版 ，

　 東 京，12〜17 （1990）

3＞加藤純一 ：1993年版 食料
・
栄養

・
健康，医歯薬出版，

　 東京 ，
15〜25 （1993＞

4）外 山紀 子 ：家政 誌，41．7e7〜714（1990）
5）高橋 久 仁 子 ：New 　 Food 　lnd ．，31，53〜58 （1989）
6）北 田 長義 君塚 明光 二 ：家政誌，41，369〜373 （1990）

7）厚生省保健医療局健康増進栄養 課 （編）：昭 和 63年版

　 国 民 栄 養 の 現 状 ，第一出 版，東 京，31〜33 （1988）

（1151） 73

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


